[bookmark: _GoBack]内容は、アニメ「マクロス」が今年2022年に40周年ですね。二年前に公開された『劇場版マクロスΔ 絶対LIVE!!!!!!』で費やされていて、コロナウイルスで次のテレビアニメ化が頓挫、アニメのランキングやアニソンのランキングではマクロスのマの字も出てこない！海外ではFacebookやTwitterなどでは｢マクロス｣の人気がまだまだ衰えていないので、そこでマクロス7の復活を待っているファンの皆さんがいっぱいいましたので、署名活動をやります。以前マクロス7の作品ではOVAダイナマイト7と変わらないので、キャラクターはそのままにマクロスフラッシュバック２０１２のリン・ミンメイが復活して、作品名を変えた40周年の作品の方が好いのではないのでは。内容としては、銀河クジラから４年後にバサラたちが地球で音楽の祭典に招待されるのだが、実はこれが罠で、宇宙最悪の 反物質生命体(悪魔)で、それおいかける新たな展開をリン・ミンメイが乗るプロト・カルチャー最大の船団で追かけます。 皆さん期待してください。そこでキャストに「交響詩篇エウレカセブン」映画『交響詩篇エウレカセブン ハイエボリューション1』『ANEMONE/交響詩篇エウレカセブン ハイエボリューション』『EUREKA／交響詩篇エウレカセブン ハイエボリューション』メインメカニックデザイン担当でマクロスでは監督だった河森正治氏やエウレカではコンセプチャルデザイン担当でマクロスではメインメカニックデザイン兼コンセプチュアルデザイン担当の宮武一貴氏に制作会社ボンズから京田知己は既存の映像を組み替えて異なる物語にする編集、また情報量の多い複雑な戦闘シーンを構築するのに特徴がある。板野サーカスを含んだ戦闘演出には村木靖を特技監督として多く制作をしている。画面の彩度やアスペクト比の変化も積極的に演出に取り入れている。『交響詩篇エウレカセブン ポケットが虹でいっぱい』を制作した頃より手掛けるプロットが重層的になっているが、「注文されなければシンプルな物語を、普通にカメラを置いて、普通に撮る」オーソドックスな演出を目指したいと語っている。自分の師匠として、サルブルネイ代表の松本弦人の名を挙げている。見習い時代に、松本が落書きで描いた四角形を見て、自分にはこの完璧な線は引けないと思い、デザイナーとしての進路を諦めたという。アニメ界の師匠として演出家の本郷みつるや高山文彦の名を挙げている。京田知己は学生時代に観た『トップをねらえ』や『ふしぎの海のナディア』で庵野秀明を知り、尊敬するアニメ監督には庵野秀明の名前を度々挙げており、『ヱヴァンゲリヲン新劇場版:序』に参加したきっかけも、「エヴァという作品そのものよりも庵野さんに興味があったから」と述べている。庵野秀明氏は始めジブリの方で下済みしていて、次に「超時空要塞マクロス」「劇場版 超時空要塞マクロス 愛・おぼえていますか」でメカや爆発シーン等のエフェクトアニメーションを担当してきた。京田氏にとってはマクロスつながりである。その他以前超時空要塞マクロスとマクロス 7 でキャラクターデザインをやっていて、今中止している『超時空要塞マクロス THE FIRST』で漫画家に成っている美樹本晴彦氏や声優とマクロスソングの作曲にシンガーソングライターの飯島真理さんなどにやっていただく方が皆さんも 嬉しいはずですよね。4年前NHK歴史秘話マクロス ヒストリアが有り、同時期BS『発表！マクロス大投票』では上位に超時空要塞マクロスやマクロス7がベストテンに入って居るので、やはり復活させる方がマクロスの人気を回復するのでは。　自分としては、マクロス的にエウレカセブンの恋愛感情は人型コーラリアンの少女エウレカとその誕生したエウレカを保護して、ニルヴァーシュを開発し、操縦を教え、「アゲハ構想」を立案し、実験中「サマー・オブ・ラブ」で消えていった軍の科学技術者アドロック・サーストンの息子レントン・サーストンとの異性体と人間との相容れない葛藤の描写がなかなかいいですよね。また敵軍にも恋愛感情が大尉ドミニク・ソレルとニルヴァーシュtype the END（ジ・エンド）を操縦する少女アネモネ、デューイ・ノヴァクの部下のドミニクは任務でアネモネに常人の致死量の鎮静薬の薬物を注射で強制覚醒させてきたが、ネモネはエウレカとレントンの関係やデューイのことで気になってゆき、たが薬物依存に心を痛めたドミニクはアネモネを助けたい気持ちがいつの間にか恋心に代わり、地球(スカブ・コーラルの中心クテ級コーラリアンコーラリアン)でドミニクが脱出船で向かうが抗体コーラリアンが穴を塞ぎはじめて、脱出船が激突、ドミニクが落ちてきた時に好きだとアネモネに告白したシーが素晴らしい。それと戦闘シーンもゲッコーステイトのメンバーによる操縦やLFOでの単独戦もマクロスに共通する処がある。謎の生命体コーラリアン(抗体コーラリアン)って次の作品的に使えそうな感じがします。どうでしょうか、マクロスの新作に賛同を。そしてコロナやロシア・ウクライナ戦争で被害にあった方々や怯えている人々に勇気づけられる作品を出したいので、署名サイトの内容を自分で入力するので、文章を作成出来る方を探しています。
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内容は、アニメ「マクロス」が今年 2022 年に 40 周年ですね。二年前に公開された『劇場版マ クロスΔ   絶対 LIVE!!!!!! 』で費やされていて、コロナウイルスで次のテレビアニメ化が頓挫、ア ニメのランキングやアニソンのランキングではマクロスのマの字も出てこない！海外では Facebook や Twitter などでは｢マクロス｣の人気がまだまだ衰えていないので、そこでマクロス 7 の復活を待っているファンの皆さんがいっぱいいましたので、署名活動をやります。以前マ クロス 7 の作品では OVA ダイナマイト 7 と変わらないので、キャラ クターはそのままにマク ロスフラッシュバック２０１２のリン・ミンメイが復活して、作品名を変えた 40 周年の作品 の方が好いのではないのでは。内容としては、銀河クジラから４年後にバサラたちが地球で音 楽の祭典に招待されるのだが、実はこれが罠で、宇宙最悪の   反物質生命体 ( 悪魔 ) で、それおい かける新たな展開をリン・ミンメイが乗るプロト・カルチャー最大の船団で追かけます。   皆さ ん期待してください。そこでキャストに「交響詩篇エウレカセブン」映画『交響詩篇エウレカ セブン   ハイエボリューション 1 』『 ANEMONE/ 交響詩篇エウレ カセブン   ハイエボリューショ ン』『 EUREKA ／交響詩篇エウレカセブン   ハイエボリューション』メインメカニックデザイン 担当でマクロスでは監督だった河森正治氏やエウレカではコンセプチャルデザイン担当でマク ロスではメインメカニックデザイン兼コンセプチュアルデザイン担当の宮武一貴氏に制作会社 ボンズから京田知己は既存の映像を組み替えて異なる物語にする編集、また情報量の多い複雑 な戦闘シーンを構築するのに特徴がある。板野サーカスを含んだ戦闘演出には村木靖を特技監 督として多く制作をしている。画面の彩度やアスペクト比の変化 も積極的に演出に取り入れて いる。『交響詩篇エウレカセブン   ポケットが虹でいっぱい』を制作した頃より手掛けるプロッ トが重層的になっているが、「注文されなければシンプルな物語を、普通にカメラを置いて、 普通に撮る」オーソドックスな演出を目指したいと語っている。自分の師匠として、サルブル ネイ代表の松本弦人の名を挙げている。見習い時代に、松本が落書きで描いた四角形を見て、 自分にはこの完璧な線は引けないと思い、デザイナーとしての進路を諦めたという。アニメ界 の師匠として演出家の本郷みつるや高山文彦の名を挙げている。京田知 己は学生時代に観た 『トップをねらえ』や『ふしぎの海のナディア』で庵野秀明を知り、尊敬するアニメ監督には 庵野秀明の名前を度々挙げており、『ヱヴァンゲリヲン新劇場版 : 序』に参加したきっかけも、 「エヴァという作品そのものよりも庵野さんに興味があったから」と述べている。庵野秀明氏 は始めジブリの方で下済みしていて、次に「超時空要塞マクロス」「劇場版   超時空要塞マクロ ス   愛・おぼえていますか」でメカや爆発シーン等のエフェクトアニメーションを担当してき た。京田氏にとってはマクロスつながりである。その他以前超時空要塞マクロ スとマクロス   7  でキャラクターデザインをやっていて、今中止している『超時空要塞マクロス   THE FIRST 』で 漫画家に成っている美樹本晴彦氏や声優とマクロスソングの作曲にシンガーソングライターの 飯島真理さんなどにやっていただく方が皆さんも   嬉しいはずですよね。 4 年前 NHK 歴史秘話 マクロス   ヒストリアが有り、同時期 BS 『発表！マクロス大投票』では上位に超時空要塞マク ロスやマクロス 7 がベストテンに入って居るので、やはり復活させる方がマクロスの人気を回 復するのでは。   自分としては、マクロス的にエウレカセブンの恋 愛感情は人型コーラリアン の少女エウレカとその誕生したエウレカを保護して、ニルヴァーシュを開発し、操縦を教え、 「アゲハ構想」を立案し、実験中「サマー・オブ・ラブ」で消えていった軍の科学技術者アド ロック・サーストンの息子レントン・サーストンとの異性体と人間との相容れない葛藤の描写 がなかなかいいですよね。また敵軍にも恋愛感情が大尉ドミニク・ソレルとニルヴァーシュ type the END （ジ・エンド）を操縦する少女アネモネ、デューイ・ノヴァクの部下のドミニク は任務でアネモネに常人の致死量の鎮静薬の薬物を注射で強制覚 醒させてきたが、ネモネはエ ウレカとレントンの関係やデューイのことで気になってゆき、たが薬物依存に心を痛めたドミ ニクはアネモネを助けたい気持ちがいつの間にか恋心に代わり、地球 ( スカブ・コーラルの中心 クテ級コーラリアンコーラリアン ) でドミニクが脱出船で向かうが抗体コーラリアンが穴を塞ぎ はじめて、脱出船が激突、ドミニクが落ちてきた時に好きだとアネモネに告白したシーが素晴 らしい。それと戦闘シーンもゲッコーステイトのメンバーによる操縦や LFO での単独戦もマク

